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島
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東
京
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所
教
授
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『
論
語
』
な
ど
が
ブ
ー
ム
だ
が
、中
国
の
古
典
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
何
を
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

本
シ
リ
ー
ズ
は
中
国
文
学
、中
国
思
想
研
究
の
第
一
人
者
た
ち
が
編
集
す
る
い
わ
ば「
キ
ー
ワ
ー
ド
集
」
で
あ
る
が
、

各
巻
が
そ
の
扱
う
題
材
に
よ
っ
て
縦
横
に
内
容
を
展
開
さ
せ
、一
冊
一
冊
が
独
立
し
た
読
み
物
と
し
て
構
成
さ
れ
る
。

最
新
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
た
第
一
級
の
研
究
書
で
あ
る
と
同
時
に
、幅
広
い
読
者
層
に
読
ま
れ
る
よ
う
に
題
材
は
広
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。

各
巻
に
つ
き
、編
集
委
員
か
ら
一
人
が
責
任
編
集
に
あ
た
り
、編
者
に
よ
り
巻
頭
に「
総
説
」
を
置
く
。

総
説
か
ら
、各
キ
ー
ワ
ー
ド
に
お
け
る
テ
ー
マ
あ
る
い
は
概
念
に
あ
わ
せ
て
、マ
ッ
ピ
ン
グ
が
行
わ
れ
、論
考
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。

哲
学
、文
学
、芸
術
、嗜
好
な
ど
幅
広
い
題
材
か
ら
必
読
の
文
献
を
選
び
、原
典
か
ら
適
宜
抜
粋
し
て
原
文
と
翻
訳
の
対
照
が
で
き
る
よ
う
に
配
置
し
て
、論
じ
て
い
く
。

本
シ
リ
ー
ズ
は
、「
古
典
入
門
」
と
し
て
位
置
づ
け
つ
つ
も
、キ
ー
ワ
ー
ド
で〈
読
む
〉こ
と
、論
じ
る
こ
と
を
主
眼
に
し
て
お
り
、ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
解
説
書
と
は
一
線
を
画
す
。

中
国
だ
け
で
な
く
日
本
を
含
め
て「
近
代
」
そ
の
も
の
を
問
い
直
し
、本
質
主
義
か
ら
脱
却
す
る
た
め
に
古
典
を
読
む
。

古
典
へ
の
回
帰
や
再
生
で
は
な
く
、古
典
に
よ
る
転
回
を
行
い
つ
つ
、現
在
の「
知
」
に
つ
い
て
批
評
的
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

シ
リ
ー
ズ
・
キ
ー
ワ
ー
ド
で
読
む
中
国
古
典
【
全
五
巻
】
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刊
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刊
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』（
仮
）二
〇
一
六
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月
刊
行
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［シリーズ・キーワードで読む中国古典］新シリーズ待望の第一巻‼

コスモロギア―天・化・時
中島隆博Nakajima Takahiro［編］／本間次彦Honma Tsugihiko／林文孝Hayashi Fumitaka
四六判／222頁／定価（本体2200円＋税）／ISBN978-4-588-10031-4 C1310／2015年9月上旬刊行‼

本巻では,天・化・時の三つの概念に焦点を当てて,中国のコスモロジーを概観していく。人間は天に大きく規定されながらもそれ
をはみ出し,変化に翻弄されながらも変化を統御し,時宜を得た判断を行って,この世界に善を実現しようとするものである。人間世
界を規定する条件は何か。古典による転回を行いつつ ,「近代」そのものを問い直し,現在の「知」について批評的であろうとする。

第一巻◉中島隆博編
2015年9月上旬刊行『コスモロギア』 （　）冊
第二巻◉廣瀬玲子編
2015年12月刊行予定『人ならぬもの』（仮） （　）冊
第三巻◉志野好伸編
2016年3月刊行予定『聖と狂』（仮） （　）冊
第四巻◉齋藤希史編
2016年6月刊行予定『あらわれのアルス』（仮） （　）冊
第五巻◉伊東貴之編
2016年10月刊行予定『治乱のヒストリア』（仮） （　）冊
★編者選書によるフェアリスト制作中‼→（　）枚
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［目　次］
総　説―中島隆博

1　天，化，時
2　各章概観

第一章　天について―中島隆博
1　孔子―天を怨まず
2　墨子―天の欲することをなす
3　孟子―人から天への通路
4　荘子―人は天を損なう
5　荀子―天の領分，人の領分
6　董仲舒―天人合
7　王充―無為の天と有為の人
8　唐代の天論―天が乱れる
9　宋代の天論―天人相関の回復

10　明代の天論―理としての天を越えるもの
11　清代の天論―理としての天への批判
12　近代の天―西洋的普遍に直面して
13　現代の天―天下という中国的普遍

第二章　化について―本間次彦
1　生成変化する世界と『易』
2　乾坤と易簡―『易』繋辞上伝第一章
3　無為と『易』―鄭玄
4　天地と三となる―『中庸』からの道
5　「天地の和」としての楽―『礼記』楽記
6　風を移し俗を易える―楽の効用
7　生成変化する世界を別様に表現す

る―『易』繋辞上伝第五章
8　陰陽と道―朱子・王夫之・戴震
9　日新と生生―張載

10　日新と生生，そして，鬼神―朱子・王
夫之

11　修己から治人へ―教化の新たな構想
12　万物一体の仁―ドジョウとウナギの

関係論
13　近代以降の新展開
14　『荘子』からの出発法
15　身体の操作的構築

第三章　時について―林文孝
1　「時」は「時間の流れ」を意味しない
①「時に習う」とはいつ習うのか？
②『易』の時
③「時中」，「聖の時なる者」

2　「時間性」を表す概念は「道」では
ないか？

①『老子』の「道」
②朱熹の「川上の嘆」解釈と「道」の姿
③「消息」

3　終末論について
①『皇極経世書』
②『太平経』

4　「古・今」「過去・現在・未来」
①　「古」と「今」
②　中国における「過去・現在・未来」

［プロフィール］
◉中島隆博（なかじま・たかひろ）
東京大学東洋文化研究所教授。専門は
中国哲学・比較哲学。主な著作に『悪
の哲学―中国哲学の想像力』（筑摩書
房，2012年）など。

◉本間次彦（ほんま・つぎひこ）
明治大学政治経済学部／大学院教養デ
ザイン研究科教授。専門は中国前近代
思想。主な著作に『アジア学への誘い
―国際地域の社会科学Ⅲ』（共著，明
治大学政治経済学部創設百周年記念
叢書刊行委員会，2008年）など。
◉林文孝（はやし・ふみたか）
立教大学文学部教授。専門は中国哲
学。主な著作に『「封建」・「郡県」再考
―東アジア社会体制論の深層』（共著，
思文閣出版，2006年）など。

［続巻タイトルと編者］
第二巻◉廣瀬玲子編『人ならぬもの―鬼・
禽獣・石』（仮）2015年12月刊行。
第三巻◉志野好伸編『聖と狂―聖人・真
人・狂者』（仮）2016年3月刊行。
第四巻◉齋藤希史編『あらわれのアルス
―志・情・意』（仮）2016年6月刊行。
第五巻◉伊東貴之編『治乱のヒストリア
―夷狄・正統・勢』（仮）2016年10月刊行。


